
























































































































































































































て， 「祝鵡の際の挙手j, 「握手｣， 「抱擁｣， 「脆拝｣， 「洗足｣， 「聖なる口


























































く音によって表現されている （詩104§ 4，エゼキエル43： 2)。火に
ついてのイメージは神の栄光の超自然的ヴィジョンと結びつき，聖な
る神の臨在（出エジプト3： 2，民数記9: 15) と神の本質を表現（申










の存在を表わすためによく用いられる隠噛である （詩27 : 1, Iヨハ












(エレミヤ2 ： 13，詩36: 10)はそれを「下から」表現している。 こ
の生命の水は「価なしに」 「すべての」渇いている者に与えられる（イ
ザヤ55： 1以下,黙示録21 ： 6)。光と水の隠哺が結びつくとき，そこ























































































































































































(Dreifaltigkeit : thethreefoldGod)」と呼んだが， この｢霊→子→父」




















































































































































































































経験」 （｢第3章｣） という構成になっており， それぞれの内容は「超越




















































































































































































































































































































































































































や 牟 争 ● ■ ● 凸 ■
32） 「確かに信仰における成長があり， また人間がそれへと再生させられる，篭
－40
J.モルトマンにおける聖霊論の椛造 (II) 41
の新たな生命における成長がある。…･ ･ ‘年齢の様々な段階をその諸特性と
危機によってはっきりと理解することが大切である」 (DGdL. 169)。
33）
34）
35）
DGdL
DGdL
DGdL
261
282
283
－41－
